
Fukushima Medical University

福島県立医科大学 学術機関リポジトリ

This document is downloaded at: 2024-03-13T07:44:48Z

Title
Incidence of organizing pneumonia after whole-breast
radiotherapy for breast cancer, and risk factor analysis( 内容・
審査結果要旨 )

Author(s) 佐藤, 久志

Citation

Issue Date 2018-09-28

URL http://ir.fmu.ac.jp/dspace/handle/123456789/724

Rights © The Author(s)

DOI

Text Version ETD





学位論文審査結果報告書 
平成 30年 8月 17日 

大学院医学研究科長 様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了しましたので報告いたします。 
【審査結果要旨】 
氏名 佐藤 久志 
学位論文題名 
Incidence of organizing pneumonia after whole-breast radiotherapy for breast cancer, and 
risk factor analysis 
(乳癌に対する乳房温存術後の放射線治療による放射線肺臓炎の発生頻度とリスク要因
についての解析) 
 
 乳癌患者に対する乳房温存手術後の残存乳房に対する放射線照射は、その術後再発抑制
効果ならびに生存率の向上にも寄与することから標準治療として実施されている。全乳房
照射が標準であり、照射野には病変側の肺の一部が含まれることが多い。 
術後放射線照射に伴う有害事象の 1 つとして放射線肺臓炎(OP)があり、OP はその発生

頻度は低率ではあるが、患者の QOL を損ねるため、回避すべき合併症と認識されている。
しかし、これまでの臨床研究において、OPの発生機序が解明されておらず、発生リスクに
関してもコンセンサスが得られていない。 
本研究では、本学で乳房温存術後に残存乳房に対する放射線照射を実施した 5 年間の症

例を対象として OP の発生頻度とリスク因子の解析が行われ、OP発生頻度が従来報告され
ているものと同等であること、放射線照射野の容積を示す指標である中心肺距離 Central 
Lung Distance (CLD)がOP 発生に関連する因子であることが示された。研究により得られ
た結果から、放射線治療上の工夫として強度変調放射線治療(IMRT)の最適化による肺照射
容積の低下など、実臨床へのフィードバックがなされている。一方、本研究の問題点として、
後ろ向き研究であること、OP の発生と免疫系の関与を明らかにすることが今後の課題であ
ることとして考察している。 
本研究で示された結果は、乳房温存術後の放射線照射による OP 発症に照射野の容積が

関連することを証明した点において臨床的意義は大きいと考える。今後の研究の課題も検
討されており、学位論文に値すると判断しました。 
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